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調査の概要 

1．調査目的

本学学生の生活実態を把握し、今後の大学における学生支援の充実を図るため

の基礎資料を得ることを目的とする。 

２．調査対象

本学に在籍する学部生及び大学院生 

３．調査方法 

Web 調査（Microsoft Forms） 

４．調査期間

令和６年 1 月２４日（水） ～ ３月８日（金） 

・ 令和５年度第８回学生委員会（令和５年１１月３０日開催）において、調査の実施

ついて審議了承

・ 令和５年度第１０回学生委員会（令和６年１月１１日開催）において、調査内容に

ついて審議了承

５．回答状況  (回答率 １１％) 

学生数 回答者数 

学部生 ５，７５７ ６５８ 

大学院生 ７８５ ７８ 

合計 ６，５４２ ７３６ 
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０．回答者の概要について
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Ⅰ．生活環境について

1．現在の居住地について ２．現在の居住形態について

その他：山口県内、ホームスティ先 その他：祖父母宅、親戚宅

３．通学の手段について ４.片道の通学時間について

○大学では認められていない学部1年生の自動車通学者が散見される。

Ⅱ．生活・健康に関することについて

５．現在の健康状態について ６．「やや不健康」「不健康」と感じる理由（複数選択可）

その他：持病のため、喘息、障害　　「遊びすぎ」は0人
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７．朝食について ８．昼食について

その他：家で用意したものを学校で食べる　など その他：家で食べる、病院食堂　など

９．夕食について １０．「100円朝食・昼食」の実施について

その他：バイトでもらったものを自宅で食べる　など

１１．睡眠時間について

〇設問５で「やや不健康」「不健康」と回答し、その理由に「睡眠不足」を

　挙げている学生の大半は「４時間未満」「４時間～６時間未満」と回答している。
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１２．飲酒の程度について １３．自分の飲酒の適量について

１４．喫煙の程度について

１５．禁煙したいと思っているか １６．現在の禁煙の取り組みについて（自由回答）
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１７．保健管理センターで禁煙サポートの相談ができることを知っているか

○「禁煙したい」と思っている学生が、保健管理
　　センターで禁煙サポートができることを知っ
　　ているとは限らない。
　　（偶々同数になっているだけ）

１８．佐賀大学構内は全面禁煙であることを知っているか

○「喫煙している」と回答している学生は全員
「知っている」と回答している。

Ⅲ．不安と悩みに関することについて

１９．悩みや不安を感じているかどうか

11
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知らなかった
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２０．勉学について悩みがあるか ２１．勉学の何に悩みがあるか（複数選択可）

○勉学について悩みがある学生のうち、半数以上が複数項目の悩みを抱えている。（１３３人）

設問20について、別紙集計あり

２２．勉学以外についての悩み（複数選択可）

その他：先生との関係、バイトなど

●上記設問で、「進路（就職）」と回答した学部生２４４人の内訳について

〇全回答数に対する割合では、芸術地域デザイン
　学部が最も高い。（学部内55％）
　割合が低いのは医学部（学部内24％）
　学部による進路の特色が表れていると思われる。
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〇「進路（就職）」と回答した学年は
　3年生（2021年度入学）が一番高い。（48％）
　就職活動が影響していると思われる。

２３．学内の相談窓⼝について知っているもの

Ⅳ．経済状況に関することについて（自由回答）

２４．1か月の平均収入
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２５．1か月の平均支出

２６．経済支援制度について利用しているもの

その他：国費留学生、かささぎ奨学金など

Ⅴ．アルバイトに関することについて

２７．アルバイトをしているかどうか ２８．1週間の平均従事時間
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２９．アルバイトの学業への影響有無 ３０．アルバイトの環境

３１．アルバイトは必要か

３２．アルバイトが必要な理由（複数選択可）

その他：留学費、就職したときの貯蓄、交友関係が広がる　など

〇アルバイトの環境が「悪い」「非常に悪い」と答えた学生について、全員が1週間の平均従事時間が
　長いわけではないが、80％以上の学生が、学業に「影響している」「やや影響している」と回答している。

〇アルバイト先の環境が「悪い」「非常に悪い」と答えた学生のうち、9割以上がアルバイトの必要性に
　ついて「絶対に必要」「やや必要」と答え、そのうち1人を除いた学生が、理由として「生活費」のため
　と回答している。
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Ⅵ．学内における部活動・サークル活動に関することについて

３３．部活・サークルの加入状況 ３４．活動と学業の両立について

３５．部活・サークル活動に対する満足度 ３６．「やや不満」「不満」と答えた理由

３７．部活・サークルに加入した理由について（複数回答可）

その他：友達から誘われたため、強くなりたかったから
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３８．部活動・サークル活動にかかる月平均の費用

Ⅶ．海外渡航に関することについて

３９．学生生活課、学生課が「海外渡航届」の提出を求めていることについて

〇前回調査と比較すると、「知らなかった」と答え
　た学生の割合が多い。コロナ禍前後で海外渡航が
　制限された影響により「知らない」と答えた学生
　が増えたと考えられる。

Ⅷ．ハラスメントに関することについて

４０．ハラスメントを受けたことがあるか
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４１．受けたハラスメントの種類 ４２．ハラスメントについて相談したかどうか

Ⅸ．大学の施設・設備に関することについて

43．各施設の満足度
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設問２０　勉学についての悩み（複数回答）　学部生のみ
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あとがき 

 

 よりよい大学生活の実現を目標として、従前より佐賀大学学生委員会では 

学生の学習状況をはじめ、経済状況や生活習慣、意識などを把握してまいりまし

た。生の学生のニーズや声をアンケートを通して届けていただいたことに感謝

申し上げます。また、今回の学生生活実態調査結果の公表により、学生自身に 

とっても、自分の生活や周囲の状況を把握する貴重な機会となると考えます。 

 近年、一人ひとりの意識や社会経済情勢の変化などに伴い、学生を取り巻く 

環境は大きく様変わりしています。とりわけ学生の意識や価値観が多様化し、 

こうした環境変化が学生生活にどのような影響を与えているのかを把握するこ

とができる機会となりました。調査結果を踏まえ、佐賀大学の学生にとってどの

ような学修環境や学生支援策がもっとも重要かを考え、さまざまな施策を検討

し、実施してまいります。 

 

令和 6年 6月 

佐賀大学学生委員会 

委員長 山下宗利 
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